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１ 家庭、地域、職場におけるバランスのとれた生活への支援

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

「家庭の日」の周
知・啓発

・子どもの豊かな育ちにおける家庭の果たす役割の重要
性について理解を深めるため、「家庭の日」を活用し
て家族の絆を深められるような取組等を実施している
企業・事業所を「家庭の日」協力事業所として登録
（平成25年3月末日現在 81事業所）し、その取組内
容を県ホームページ等で紹介した。

健康福祉部子どもの
育ち推進課

男女共同参画
フォーラムの開催

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
ワークショップ、対談、パネル展などを開催した。
開催日：平成24年11月10日（土）
参加人数：延べ408人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

男性講座の実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、男
性の地域・家庭等への参画を啓発する講座「男性講
座」を開催した。
［企業向け］ 1回開催 139人
［定年世代］ 1回開催 41人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

地域で活躍できる
人材育成講座

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
地域で活躍できる男女共同参画の視点を持った新しい
人材の育成を目的とした講座を開催した。
<地域リーダー養成講座「いま、あなたは何をする？
～防災から考える“新しいコミュニティ”づくり」>
全4回 参加者数：延べ176人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

仕事と生活の調和
推進のための環境
整備

・企業経営者、人事労務担当者等を対象とした「働き方
改革促進セミナー」を県内3ヶ所（四日市市、津市、
伊勢市）にて開催し、アンケート調査結果の報告や積
極的な取組を行っている企業等による事例発表などを
実施し、取組の推進に向けた普及・啓発を行った。
参加者：147人

雇用経済部雇用対策
課

出前トーク等の実
施

・年間 46回
（うちフレンテトーク34回、出前フレンテ12回）
対象：市町、団体、企業等

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

子ども家庭相談・
子ども医療ダイヤ
ルの実施

・子どもに関する相談窓口として「子ども家庭相談電
話」を実施するとともに、小児科医師が対応する「小
児夜間医療・健康電話相談（みえ子ども医療ダイヤ
ル）」を実施した。
相談件数 7,104件

（子ども家庭相談電話468件、医療ダイヤル6,636件）

健康福祉部地域医療
推進課、子どもの育
ち推進課

保育士等からの相
談に対応

・総合教育センターにおいて保護者や保育士、幼稚園教
諭からの相談に対応した。
相談件数  164件

教育委員会事務局研
修企画・支援課

ファミリー・サ
ポート・センター
の設置促進

・ファミリー・サポート・センターのアドバイザー等に
対し相互援助活動や広域実施の状況に関する研修会を
実施した。

健康福祉部子どもの
育ち推進課

Ⅳ 家庭・地域における男女共同参画の推進
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Ⅳ－２ Ⅳ－２

２ 多様なニーズに対応した子育て支援

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

ファミリー・サ
ポート・センター
の設置促進

・ファミリー・サポート・センターのアドバイザー等に
対し相互援助活動や広域実施の状況に関する研修会を
実施した。

健康福祉部子どもの
育ち推進課

親の学びのプログ
ラムの普及

・親の学びのプログラムを普及した。
「親なびワーク」出前講座 18講座 445人

健康福祉部子どもの
育ち推進課

子ども家庭相談・
子ども医療ダイヤ
ルの実施

・子どもに関する相談窓口として「子ども家庭相談電
話」を実施するとともに、小児科医師が対応する「小
児夜間医療・健康電話相談（みえ子ども医療ダイヤ
ル）」を実施した。
相談件数 7,104件

（子ども家庭相談電話468件、医療ダイヤル6,636件）

健康福祉部地域医療
推進課、子どもの育
ち推進課

保育士等からの相
談に対応

・総合教育センターにおいて保護者や保育士、幼稚園教
諭からの相談に対応した。
相談件数  164件

教育委員会事務局研
修企画・支援課

障がいのある乳幼
児・児童生徒及び
保護者への一貫し
た支援

・早期からの一貫した教育支援体制整備事業において、
パーソナルカルテ推進強化市町１８市町を指定し、一
貫した支援ツール「パーソナルカルテ」の作成と活用
の体制構築を図った。

教育委員会事務局特
別支援教育課

多様な保育等への
支援

・低年齢児保育、延長保育、一時保育、休日保育、病気
回復期保育等の多様なニーズに対応する取組への補助
を行った。
一時保育実施数：80か所
延長保育実施数：174か所
休日保育実施数：12か所
病気回復期等の病児・病後児保育事業
実施市町：15市町

健康福祉部子育て支
援課

預かり保育の支援 ・預かり保育を実施している私立幼稚園に対し、その経
費の一部を助成した。
助成幼稚園数：37園

環境生活部私学課

・放課後児童クラブの設置・運営にかかる経費の一部を
助成した。
運営費補助対象クラブ数：278クラブ

・放課後児童クラブの指導員等を対象に研修を実施し
た。
開催回数：3回

放課後児童クラブ
の設置・運営支援

健康福祉部子どもの
育ち推進課
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Ⅳ－２ Ⅳ－２

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

・次世代育成支援の具体的な取組を進めるため、みえ次
世代育成応援ネットワークの会員企業・団体の拡大を
図った。
新規加入会員 76団体・企業

・11月の「子ども虐待防止啓発強化月間」において、会
員企業・団体が取組に参画し、県が実施するキックオ
フセレモニーや街頭啓発への参加や子ども虐待防止・
いじめ防止に関するメッセージの発信など会員独自の
活動を行った。（メッセージ発信数：151件）

・子どもや子育て家庭を中心に、さまざまな人の交流を
図り、社会全体で子育てを応援する気運を醸成するた
め、「子育て応援！わくわくフェスタ」を実施した。
開催日：平成25年2月16日～17日
開催場所：県営サンアリーナ
出展団体・企業等：106団体・企業
参加者数：約27,000人

みえ次世代育成応
援ネットワーク事
業の拡充

健康福祉部子どもの
育ち推進課
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Ⅳ－３ Ⅳ－３

３ 介護を支援する環境の整備

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

ホームページでの
情報提供

・県のホームページにおいて高齢者福祉・介護保険に関
する様々な情報を提供した。

健康福祉部長寿介護
課

老人福祉施設等の
整備

・老人福祉施設等を整備した。
 ［主な整備数］
特別養護老人ホーム(地域密着型を含む)

    9 施設   510 床

健康福祉部長寿介護
課

・地域包括ケア体制の支援にかかる連絡会を開催した。
開催回数 1回

・地域ケア会議や事例検討会への専門家の派遣した。
派遣件数 8件

・介護予防事業従事者向け研修会等を開催した。
開催回数 3回

介護サービス等に
関する相談

・三重県国民健康保険団体連合会等が介護サービス利用
者や家族等からの相談、苦情に対応した。

健康福祉部長寿介護
課

介護保険相談・苦
情・事故発生時の
対応マニュアルの
配布

・介護サービスに関する相談・苦情があったときや、事
故が発生したときの対応マニュアルを全ての介護サー
ビス事業所、保険者（市町等）に配付し、介護サービ
スの質の向上を図るための情報を共有した。

健康福祉部長寿介護
課

介護支援専門員の
育成

・介護支援専門員（ケアマネジャー）実務研修受講試験
及び実務研修を実施した。
 ［受験申込者］2,349人 ［累計登録者］8,706人
 ［実務研修修了者］400人
〈研修修了者数〉

専門研修課程Ⅰ     321人
専門研修課程Ⅱ     538人
実務従事者基礎研修 121人
主任介護専門員研修   90人

健康福祉部長寿介護
課

総合相談支援セン
ターにおける障が
い者の相談支援

・県下9障害保健福祉圏域に設置されている総合相談支
援センターにおける相談を実施した。
相談登録者数 5,315人（H25.3.31）

また、自閉症・発達障がい、高次脳機能障がい、重症
心身障がいに関する高度で専門的な相談支援を実施し
た。

健康福祉部障がい福
祉課

地域包括支援セン
ター運営の支援

健康福祉部長寿介護
課
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Ⅳ－４ Ⅳ－４

４ 地域活動における男女共同参画の促進

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

男女共同参画
フォーラムの開催

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
ワークショップ、対談、パネル展などを開催した。
日時：平成24年11月10日（土）
参加人数：延べ408人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

男性講座の実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、男
性の地域・家庭等への参画を啓発する講座「男性講
座」を開催した。
［企業向け］ 1回開催 139人
［定年世代］ 1回開催 41人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

地域で活躍できる
人材育成講座

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
地域で活躍できる男女共同参画の視点を持った新しい
人材の育成を目的とした講座を開催した。
<地域リーダー養成講座「いま、あなたは何をする？
～防災から考える“新しいコミュニティ”づくり」>
全4回 参加者数：延べ176人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

出前トーク等の実
施

・年間 46回
（うちフレンテトーク34回、出前フレンテ12回）
対象：市町、団体、企業等

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

事業での託児実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」が主催する全
ての事業について託児を実施した。総合文化センター
では､一部の主催事業で託児を実施した。

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

男女共同参画推進
サポーターの設
置・養成

・地域における男女共同参画を推進するため、男女共同
参画推進サポーターを設置・養成した。
設置数：21市町・31人（平成25年3月末日現在）
研修会：
第1回 平成24年10月10日（水）

「市と協働 れいんぼう伊勢の歩みと活動紹介」
講師：山川一子さん

（男女共同参画れいんぼう伊勢 代表）
第2回 平成24年11月10日(土)
男女共同参画フォーラム～みえの男女2012～

第3回 平成25年3月21日（木)
「地域でいきいき輝くわたし」をプロデュース！
講師：伊藤静香さん（特定非営利活動法人参画

プラネット 常任理事）

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

男女共同参画推進
サポーター会議の
開催

・男女共同参画推進サポーター間のネットワークを構築
するため、サポーター会議を開催した。
全体会議：第1回 平成24年10月10日（水）

第2回 平成25年3月21日（木)
地域会議：桑員地域3回、三泗地域3回、

鈴亀地域2回、津地域3回、
  松阪多気地域3回、南勢志摩地域12回、
  伊賀地域3回、紀北地域2回、

紀南地域3回                 計34回

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課
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Ⅳ－４ Ⅳ－４

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

活動報告集の作成 ・男女共同参画推進サポーターの活動報告と地域で活躍
している個人・団体に対するインタビューを掲載した
報告集を作成した。
インタビュー：10事例

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

情報誌の発行・
ネットワーク化の
支援

・市民活動ボランティアニュースを発行(毎月1万部)す
るとともに、ＮＰＯ等の活動やネットワーク化の支援
を行った。

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

ボランティア活動
の促進

・ボランティアセンターにおいて、ボランティア活動に
関する情報提供及びボランティアコーディネーターの
養成研修を実施した。
  養成研修（基礎編） 6回 35人参加 修了者20人
  養成研修（実践編） 2回 合計82人参加

健康福祉部地域福祉
課

地域で育むユニ
バーサルデザイン
学校出前授業の実
施

・ユニバーサルデザインの意識づくりを進めるため、さ
まざまな主体と連携し、次世代を担う子どもたちに対
し学校出前授業を実施した。
 対象校：小・中・高等学校

 実施数：37校 1,975人

健康福祉部地域福祉
課

「三重おもいやり
駐車場利用証制
度」の実施

・身体に障がいのある方や妊産婦などで、歩行が困難な
方の外出を支援するため、公共施設や商業施設などに
ある「おもいやり駐車場」の利用証を交付する「三重
おもいやり駐車場利用証制度」を開始した。
 利用証交付者数 10,201人（うち妊産婦 812人）
 「おもいやり駐車場」登録届出数

 1,560施設 3,296区画

健康福祉部地域福祉
課

男女共同参画の視
点をふまえた地域
づくり

・地域づくりの主体として女性は大きな役割・期待を
担っていることから、「美し国おこし・三重」の取組
においても、特色ある地域資源を生かした自発的な地
域づくり活動が自立・持続可能で元気な地域づくりと
なるよう、専門家派遣等の支援を行った。

地域連携部「美し国
おこし・三重」推進
ＰＴ

消防団活性化促進
事業

・女性が参画しやすい自主的な消防防災活動の展開を支
援するため、三重県消防協会と協働して、地域で活動
する女性消防団員に対する研修会等を開催した。
三重県青年・女性消防団員研修会及び交流会
開催日：平成24年10月28日（日）
場所：津市内
参加者数：193人（うち女性129人）

防災対策部消防・保
安課

女性防災人材の育
成

「女性防災人材育成講座」を開催し、市町、地域や企
業の防災対策における意思決定や防災、災害時の活動
を担い得る女性防災人材の育成を図った。
【講座概要】
・平成24年11月～12月の間で、全5回12講座を開催
・対象は看護師、助産師、薬剤師、ホームヘルパー等
の専門性のある女性(男性も受講可）
・受講者数は53人（うち男性1人）

防災対策部防災企
画・地域支援課
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Ⅳ－４ Ⅳ－４

事 業 平成24年度事業実施概要 担当課

「避難所運営マ
ニュアル策定指
針」の改定

・東日本大震災などから得た教訓を踏まえて、平成25年
1月に「三重県避難所運営マニュアル策定指針」を男
女共同参画や災害時要援護者対策重視の視点から改
定・公表するとともに、この指針に沿った「三重県避
難所運営マニュアル基本モデル」を新たに策定・公表
した。

防災対策部防災企
画・地域支援課
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